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‘Until the dragon comes’
─中世詩人としてのＪ・Ｒ・Ｒ・トールキン

髙橋　勇

　上記のタイトルは、言語学者・小説家であったＪ・Ｒ・Ｒ・トールキン（J. 

R. R. Tolkien, 1892–1973）の論文「ベーオウルフ─怪物たちと批評家たち」
（‘Beowulf: The Monsters and the Critics’）から借用したものだ1。論考の最終部で、
彼は古英詩『ベーオウルフ』（Beowulf, circa 10C）についてこのように記している。

Yet it is in fact written in a language that after many centuries has still essential 

kinship with our own, it was made in this land, and moves in our northern world 

beneath our northern sky, and for those who are native to that tongue and land, it 

must ever call with a profound appeal ̶ until the dragon comes.2

　「竜が来るまで」との限定句もふくめ、際立って「ロマン主義的」な文学観と
もみえるが、主題が「詩」となるとそうとも言い切れない。それは言語、つまり
具体的に音や形を具えた媒体と緊密に関連するものだからである。研究者として
「英語」の歴史と深く関わっていたトールキンは、英語の言語的特色から産まれ
てくる「詩形」についても鋭敏な感覚を磨いていた。1910年代から真面目に詩
作を始めたと思われるトールキンは、（第一次大戦で著名となった詩人たちと時
を同じくする）詩を志す世紀末生まれの若者の一人であったが、過去の言語や過
去の文学伝統により造詣が深かった点で特異な存在であったと言える。
　その学者／詩人が常に意識していたと思われる二つの要素、つまり「概念」と
「実際」、もっと具体的にいえば、扱う「主題」と採用された「形式」との関連に
ついて考察し、20世紀を生きた「中世詩人」としてのトールキンの姿勢を検討
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するのがこの小論の目的である。英文学史の視点からいえば、彼の実践は19世
紀後半より始まった、例えばＧ・ホプキンズ（Gerard Hopkins, 1844–89）やＷ・
Ｈ・オーデン（W. H. Auden, 1907–73）のように、「英語固有の詩のかたち」を
模索する流れに掉さすものであった。なかんづくそれは音韻と形式の面で、「叙
事詩」と「ロマンス」の二つのジャンルを混淆させる試みだったといえる。
　以降、韻文の形式面を重点的に扱うことになるが、これに関してはトールキン
自身に根拠を与えてもらうことにしよう。

This ‘parallelism’ [of Old English alliterative metre] is characteristic of the style 

and structure of Beowulf. It both favours and is favoured by the metre. It is seen 

not only these lesser verbal details, but in the arrangement of minor passages or 

periods (of narrative, description, or speech), and in the shape of the poem as 

a whole. Things, actions, or processes, are often depicted by separate strokes, 

juxtaposed and frequently neither joined by an expressed link, nor subordinated.3

　1940年にＣ・Ｌ・レン（C. L. Wrenn, 1895–1969）が上梓した、『ベーオウル
フ』現代英語訳の新版によせたこの序文からの抜粋では、古英語の頭韻詩の韻
律、すなわち一行が二つの半行に分割され、それが頭韻により結合される「対置
法」の形式が問題となっている。言い換えれば、トールキンは英語（ここでは古
英語）の言語的特徴が詩形をかたちづくり、その詩形が詩の個々のパート、そし
て全体の構成を決定する、と述べているわけだ。『ベーオウルフ』におけるこの
対称性に基づいた構成について、彼はさらに以下のように論ずる。

The very nature of Old English metre is often misjudged. In it there is no 

single rhythmic pattern progressing from the beginning of a line to the end, and 

repeated with variation in other lines. The lines do not go according to a tune. 

They are founded on a balance; an opposition between two halves of roughly 

equivalent phonetic weight, and significant content, which are more often 

rhythmically contrasted than similar. They are more like masonry than music. In 

this fundamental fact of poetic expression I think there is a parallel to the total 

structure of Beowulf. Beowulf is indeed the most successful Old English poem 
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because in it the elements, language, metre, theme, structure, are all most nearly 

in harmony.4

　これは彼の『ベーオウルフ』解釈の根幹といえるが、その思考が彼自身の手に
なる詩にも、あるいはそれにこそ、強く表れていることを本論では見ていくこと
とする。まず、ヨーロッパ文学史の観点から分かりやすい例としては、1915年
に作られたソネット形式の詩‘Kôr: In a City Lost and Dead’が挙げられよう。

A sable hill, gigantic, rampart-crowned

Stands gazing out across an azure sea

Under an azure sky, on whose dark ground

Impearled as ’gainst a floor of porphyry

Gleam marble temples white, and dazzling halls;

And tawny shadows fingered long are made

In fretted bars upon their ivory walls

By massy trees rock-rooted in the shade

Like stony chiseled pillars of the vault

With shaft and capital of black basalt.

There slow forgotten days for ever reap

The silent shadows counting out rich hours;

And no voice stirs; and all the marble towers

White, hot and soundless, ever burn and sleep.5

　この詩の脚韻構成は、しかしソネットとしては少々複雑だ。前半8行（octave / 

octet）は、一行おきの「abab cdcd」と韻を踏んでおり、イタリアのペトラルカ
風というよりはイギリスのシェイクスピア風の形式を採用している。一方、後
半6行（sestet）では打って変わって「eef ggf」の構成となり、イタリア式を踏襲
する。文学史的に混淆形式であることは明瞭だが、さらに文法的な切れ目が10

行目終わりに来ることで、本来のソネット形式を逸脱して、全体としては「abab 

cdcd ee」と「fggf」の組み合わせを取っており、文学形式と文法構造とが衝突
するような構成がなされている6。結果的にソネット特有の劇的展開（8行詩のあ
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と、9行目に‘turn’あるいは‘volta’と呼ばれる新展開が表れるもの）が薄れている
ものの、16世紀に始まるイギリスのソネット受容の歴史が反映されているとい
えるこの詩では、海の果てにある失われた古代都市の情景が、特にトールキンが
慣れ親しんだ英国ロマン派ソネットのイメージのもとで表現されている。
　これに対し、友人のＣ・Ｓ・ルイス（C. S. Lewis, 1898–1963）に対して「真
の」宗教と世界各地の神話との関係について論じた『神話の創造』（Mythopoeia, 

early 1930s）では、英詩固有の詩形である、弱強五歩格（十音節）の対句、いわ
ゆるヒロイック・カプレットが採用されている。

The heart of man is not compound of lies,

but draws some wisdom from the only Wise,

and still recalls him. Though now long estranged,

man is not wholly lost nor wholly changed.

 [. . .]

not his to worship the great Artefact,

man, sub-creator, the refracted light

through whom is splintered from a single White

to many hues, and endlessly combined

in living shapes that move from mind to mind.7

　この詩形はイギリスにおいて、17世紀後半から18世紀にかけて急速に発展し、
英詩の規範ともいえるものとなった。この時代、ほぼあらゆるジャンルにわたっ
て使用された形式だが、特記すべきはこれが一種の「論文／エッセイ」にも用い
られた点だ。端的に言えば、Tolleyが指摘するように、トールキンのこの作品は
18世紀前半の大詩人アレグザンダー・ポープ（Alexander Pope, 1688–1744）が
開拓した「韻文エッセイ」の伝統、とくに『人間論』（An Essay on Man）などと
同じジャンルに参画しており、ここでも「論争的」な内容と詩形とが意図的に呼
応させられていることが分かる。
　なお、この引用部分の内容と形式は、クロムウェル政権のラテン語書記とし
てミルトン（John Milton, 1608–74）の後任となるマーヴェル（Andrew Marvell, 

1621–78）の作品‘The Garden’（circa 1668; publ. 1681）との類似も見られる。ト
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ールキンの詩では父なる神の純粋な「白」が個々の人間において多様な色へと分
光するイメージが描かれるのに対し、マーヴェルでは方向性が逆だ。

Here at the fountain’s sliding foot

Or at some fruit tree’s mossy root,

Casting the body’s vest aside,

My soul into the boughs does glide:

There like a bird it sits, and sings,

Then whets, and combs its silver wings;

And, till prepar’d for longer flight,

Waves in its plumes the various light. 8

　トールキンの詩とは少々詩形を違えているものの、この部分では身体のくびき
をかなぐり捨てた人間が、銀光そして多彩な光を見せる羽根をつくろいながら、
天への長い旅路の準備をするさまが想像されている9。そして多彩な光はついに
は純白へと至ることだろう。カトリックとピューリタン、宗教的立場はいささか
ならず異なるが、人と神との関係を描く色彩のイメージがここに共用されている。

　このように、トールキンが内容と形式との関連をヨーロッパ詩の伝統に基づ
いて意識していたことは明らかだ。しかしその性格および専門・学識から、彼
が特に心を傾けたのは「頭韻詩」（alliterative verse）であった。近年編集・刊行
された『アーサー王の没落』（The Fall of Arthur, mid-1930s）はまさにこの詩形で
書かれているが、『頭韻詩アーサー王の死』（The Alliterative Morte Arthure, circa 

1400）などといった中英語の作品群よりも、むしろトールキンが目指したのは
さらに古代、古英語の頭韻詩の世界だった。古英語の頭韻詩の特徴を簡単にま
とめると、「半行（half line）ごとに区切り」があり「各半行が二つのストレス
（lifts）」をもち、各行を繫ぎあわせるためそれぞれが「第三ストレスを基軸とし
た頭韻」を持つ、となるだろうか。結果として、句・節・文は簡潔になり、装飾
を排した武骨な詩ができあがることとなる。以下に引用するのは、モードレッド
の反乱にあたって急ぎ帰国するアーサーと、過去の過ちによって引き裂かれたラ
ンスロットの様子である。
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Sir Lancelot,  Lord of Benwick

of old was the noblest  knight of Arthur,

among sons of kings  kingly seeming,

deemed most daring,  in deeds of arms

all surpassing,  eagerhearted;

among folk whose beauty  as a flower blossomed

in face the fairest,  formed in manhood

strong and gracious,  steel well-tempered.10

　半行2ストレスのユニットで完結するような短いフレーズを重ねることで、朴
訥として力強い、トールキンが『ベーオウルフ』に見出した英雄的な、さらにい
えば英雄を悼む哀歌のような調べを作り出そうとしていることが分かる。
　この哀歌（elegy）の要素を前面に押し出しているのが、『指輪物語』（The 

Lord of the Rings, 1954–55）中でローハン国の吟遊詩人がペレンノール野の戦い
を記念して披露する歌だ。乗馬のほかはアングロ・サクソン文化を下敷きとして
いると言っていいローハン人にトールキンは、古英詩特有のリズムを維持しなが
ら現代英語らしいセンテンスを展開しているという意味で、より円熟した頭韻詩
を歌わせている。

We heard of the horns in the hills ringing,

the swords shining in the South-kingdom.

Steeds went striding to the Stoningland

as wind in the morning. War was kindled.11

　おそらくは題材が『アーサー王の没落』と比べると限定されている─叙事的
ではなく抒情的である─ためだろうか、文法と音声との間の不整合（mismatch）
がより少なく、自然な言葉の流れになっていると言える12。
　『ベーオウルフ』という英雄叙事詩に端を発する「英雄的頭韻詩」、つまり英
雄的・悲劇的題材をうたう英語頭韻詩をこうして製作する一方、トールキン
は「口語的頭韻詩」の可能性もまた模索した。以下に挙げるのは、10世紀の古
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英語詩『モールドンの戦い』（The Battle of Maldon）の後日譚として描かれた、
『ビョルフトヘルムの子ビョルフトノースの帰還』（The Homecoming of Beorhtnoth 

Beorhthelm’s Son, 1953）の一節、その戦いに斃れた主君ビョルフトノースの遺骸
を探しに来た、彼の家臣二人の会話劇である。吟遊詩人を父に持ち、夢見がちな
若者トルフトヘルムに対して、現実的な中年男性ティドワルドは、「平明な言葉
遣い」と「詩人の言葉遣い」を操り分けて見せる。

TÍDWALD.

No rest for you yet! Were you reckoning on bed?

The best you’ll get is the bottom of the cart

with his body for bolster.

TOLHTHELM.

 You’re a brute, Tída.

TÍDWALD.

It’s only plain language. If a poet sang you:

‘I bowed my head on his breast beloved,

and weary of weeping woeful slept I;

thus joined we journeyed, gentle master

and faithful servant, over fen and boulder

to his last resting and love’s ending’,
you’d not call it cruel. I have cares of my own

in my heart, Totta, and my head’s weary.13

　ティドワルドの台詞は、文法・語法・語彙の面でいかに文語と口語が区別され
うるかを、頭韻詩の規則内で示しており、1953年の作品でトールキンが達成し
た一つの成果を提示しているといえよう。

　これらとは別に、トールキンはいま一つの中世文学の詩形を用いて別種の物
語、すなわちより幻想的で甘美な「ロマンス」を語らせようとした。まず見てお
きたいのは、14世紀の中英語妖精物語『オルフェオ卿』（Sir Orfeo）をトールキ
ンがどのように訳したのかである。
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  Sir Orfeo was a king of old

in England lordship high did hold;

valour he had and hardihood,

a courteous king whose gifts were good.

 [. . .]

Sir Orfeo, too, all things beyond

of harping’s sweet delight was fond,

and sure were all good harpers there

of him to earn them honour fair;

himself he loved to touch the harp

and pluck the strings with fingers sharp.14

　ここで彼はオリジナルに従って、リズミカルかつ軽快な弱強四歩格の（ヨーロ
ッパ文学的には八音節の）対句（iambic tetrameter couplet / octosyllabic couplet）
を採用している（先に挙げたマーヴェルの詩と同じ形式）。『オルフェオ卿』は
「ケルト」の雰囲気が濃厚に漂う、死者の甦りを題材とした幻想物語で、この詩
形の助けによって、頭韻を用いたはっきりと各行が切り分けられる英雄詩とは対
照的に、より自由な語りを可能としている。
　同じ詩形を用いてトールキンが創作した別の作品の例が、1954年の『指輪物
語』内で引用されている、いにしえのエルフの王ギル・ガラドの伝説を歌った詩
である。

Gil-galad was an Elven-king.

Of him the harpers sadly sing:

the last whose realm was fair and free

between the Mountains and the Sea.

His sword was long, his lance was keen,

his shining helm afar was seen;

the countless stars of heaven’s field
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were mirrored in his silver shield.15

　この部分だけでもいくつかの頭韻が見られ、詩形・音声面でのトールキンの詩
作の進化が窺われる。いずれにせよ、こうして「伝説」「ロマンス」として伝承
された事がらが、中英語のロマンスを媒介として、八音節の詩形と結び付けられ
ている様子を見て取ることができよう。
　英雄的な頭韻詩とロマンス的な八音節詩。この意識的な使い分けが顕著に
みられるのが、1920年代に書かれた『フーリンの子らの物語』（The Lay of the 

Children of Húrin）である。邪悪な竜の呪いによって破滅に向かう英雄トゥーリ
ンの悲劇を描く本筋が古英語風の頭韻詩で語られるいっぽうで、そこに挿入され
るいにしえの伝説─トールキンの神話体系の中で初めて結ばれた「人間とエル
フのカップル」に関する物語─は弱強四歩格の詩形を取っている。この切り替
わりの部分を以下に引用する。

Then a song he made them  for sorrow’s lightening,

a sudden sweetness  in the silent wood,

that is ‘Light as Leaf  on Linden’ called,

whose music of mirth  and mourning blended

yet in hearts does echo.  This did Halog sing them:

  The grass was very long and thin,

    The leaves of many years lay thick,

  The old tree-roots wound out and in,

    And the early moon was glimmering.

  There went her white feet lilting quick,

    And Dairon’s flute did bubble thin,

  As neath the hemlock unbels thick

    Tinúviel danced a-shimmering.16

　こうした箇所は、トールキンが物語のジャンル─悲劇とロマンス─によっ
て詩形を意識的に選択していることを如実に示している。この後半のロマンス部
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分は『指輪物語』でアラゴルンが語る「ティヌヴィエルの物語」として再利用さ
れているものだ。その最初の部分を見てみよう。

The leaves were long, the grass was green,

  The hemlock-umbels tall and fair,

And in the glade a light was seen

  Of stars in shadow shimmering.

Tinúviel was dancing there

  To music of a pipe unseen,

And light of stars was in her hair,

  And in her raiment glimmering.17

　ロマンス部分の脚韻構成はいずれのバージョンでも「abacbabc」である。だ
が、先立つバージョンでは「thick / thin」の繰り返し（repetition）により韻を維
持しているいっぽう、後のバージョンではその手法を排して、より自然な脚韻を
採用している。またこれはトールキンの神話体系の変化によるものと思われる
が、元来は月明かりであった夜の光が、星の光へと変更され、イメージが格段に
かそけきものになっている点も指摘しておきたい（エルフは星々の女神の守護を
受ける種族である）。概して、音声・文法・イメジャリーにおいて、先立つバー
ジョンよりも洗練されていると感じられる18。
　このロマンス部分はすでに、独立した1920年代後半の長編詩『レイシアンの
物語』（The Lay of Leithian）として組み替えられていた。それにあたってトール
キンが採用したのが八音節の対句、つまり『オルフェオ卿』の詩形だった。エル
フであるルシエン（上に挙げた「ティヌヴィエル」）が草地で歌い踊るところに
人間のベレンが遭遇して恋に落ちる、というロマンティックなこのエピソードは
以下のように語られる。

  Now it befell on summer night,

upon a lawn where lingering light

yet lay and faded faint and grey,

that Lúthien danced while he did play.
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The chestnuts on the turf had shed

their flowering candles, white and red;

there darkling stood a silent elm

and pale beneath its shadows-helm

there glimmered faint the umbels thick

of hemlocks like a mist, and quick

the moths on pallid wings of white

with tiny eyes of fiery light

were fluttering softly, and the voles

crept out to listen from their holes;

the little owls were hushed and still;

the moon was yet behind the hill.19

　弱強四歩格対句の詩形とともに、『オルフェオ卿』の翻訳でも見られたそこか
しこでの頭韻が、さらに効果的に用いられていることが分かる。
　トールキン作品における内容と詩形の関係、もっといえば、「語り手が選択す
る詩形」についてもう少し触れておこう。分かりやすい例としては、彼の神話体
系におけるドワーフとエルフの詩の違いがある。1937年に出版された『ホビッ
トの冒険』（The Hobbit）でのドワーフは、弱強四歩格に加えて特徴的な脚韻構
成の詩を歌っている。

Far over the misty mountains cold

To dungeons deep and caverns old

We must away ere break of day

To seek the pale enchanted gold.

The dwarves of yore made mighty spells,

While hammers fell like ringing bells

in places deep, where dark things sleep,

In hollow halls beneath the fells.

 (my underlines)20
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　一連4行のうち、1、2、4行目が同じ韻を踏み、3行目では同一行内で韻を踏む
「行内韻」（internal rhyme）が採用されているのである。興味深いことに、『ホビ
ットの冒険』のドワーフがうたう歌はすべてこの詩形となっており、同一の、あ
るいは同種の曲がドワーフ文化に広まっていることを作者は仄めかしているよう
だ。
　17年後の『指輪物語』でドワーフのギムリが歌う詩では、先に見たロマンス
系の八音節対句が使われ、物語性・抒情性がより強調されている。

The world is grey, the mountains old,

The forge’s fire is ashen-cold;

No harp is wrung, no hammer falls:

The darkness dwells in Durin’s halls;

The shadow lies upon his tomb

In Moria, in Khazad-dûm.

But still the sunken stars appear

In dark and windless Mirrormere;

There lies his crown in water deep,

Till Durin wakes again from sleep.21

　作中でサム・ギャムジーが感激するこの詩を含め、ドワーフの詩は概して「抒
情性をもつ物語」といった性格を与えられていると言える。
　これに対してエルフの語る詩は、物語性はより薄く、抒情性がより強いものと
なっており、詩形的には一行が長い「長詩行」（long lines）が選択されている。
『ホビットの冒険』でのエルフは、「初期」の作品であることもあってか『指輪物
語』や後期の神話体系におけるエルフとは異なって、だいぶ軽々しい陽気な一族
として描かれるが、詩の上ではそれが「ワルツ」に近い、アップテンポな「強弱
弱格」（dactyl）の形で表されている。

Síng all ye jóyful, ‖ now síng all togéther!

The wínd’s in the trée-top, ‖ the wínd’s in the héather;
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The stárs are in blóssom, ‖ the móon is in flówer,

And bríght are the wíndows ‖ of Níght in her tówer.

Dánce all ye jóyful, ‖ now dánce all togéther!

Sóft is the gráss, ‖ and let fóot be like féather!

The ríver is sílver, ‖ the shádows are fléeting;

Mérry is Máy-time, ‖ and mérry our méeting.

 (my scansion)22

　この一行11もしくは12音節からなる詩行では、行の中央に休止（caesura）が
入り、それぞれ二つのストレスを持つ二つの半行に分かれている23。結果として
古英語頭韻詩に近い構成となっているわけだが、全体の音節数が多く、強弱弱の
詩脚が明瞭であることにより、より軽快な形式となった。ちなみに頭韻は部分的
に用いられているのみで、詩形の主要な構成要素とはなっていない。
　『ホビットの冒険』より「高尚・荘重」な『指輪物語』のエルフは、相応に落
ち着いた、規則的なリズムの詩を歌う。ロスロリエンのエルフの女王ガラドリエ
ルは、西のかた、失われたエルフの故郷を題材として、規則的な弱強七歩格の対
句で追憶の歌をうたっている。この七歩格は文法上の休止によって、前半四歩格
と後半三歩格に分割され、英文学的にいえば「バラッド」の詩形に近づいている
といえる。

I sáng of léaves, of léaves of góld, ‖ and léaves of góld there gréw:

of wínd I sáng, a wínd there cáme ‖ and ín the bránches bléw.

Beyónd the Sún, beyónd the Móon, ‖ the fóam was ón the Séa,

And bý the stránd of Ílmarín ‖ there gréw a gólden Trée.

Benéath the stárs of Éver-éve ‖ in Éldamár it shóne,

In Éldamár besíde the wálls ‖ of Élven Tírión.

 (my scansion)24

　一行十四音節のような長詩行の目指すところは、要するに長短短六歩格
（dactylic hexameter）で歌われたギリシア・ローマの古典詩・叙事詩だろう。し
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かしこのスケールの詩行は、ストレスを基調とする言語である英語においては、
上記の例のように4と3の音節に「壊れて」しまい、なかなか維持することが難
しい詩形なのである。だがこの詩形の採用からも、エルフの歌う詩はドワーフの
それとは対照的に、悠々とした長い詩行を特徴とする、中つ国世界での「より古
い文化」を示そうとしていると推論することができるだろう。
　こうした、語り手／内容／形式の呼応の論理的帰結として、「現代英語に」相
応しい詩形を考案する必要がついに生じてくる。現時点では、『指輪物語』の中
でホビットのビルボが朗誦する、英雄エアレンディルの航海に関する詩こそが、
トールキンのたどり着いた形態であるというのが私の暫定的結論である。以下に
その詳細を見てみよう。

A ship then new they built for him

of mithril and of elven-glass

with shining prow; no shaven oar

nor sail she bore on silver mast:

the Silmaril as lantern light

and banner bright with living flame

to gleam thereon by Elbereth

herself was set, who thither came*

and wings immortal made for him*,

and laid on him undying doom*,

to sail the shoreless skies and come*

behind the Sun and light of Moon(*).

 (my analyses)25

　顕著な特徴としては、ロマンス系の八音節詩行を用いながら、頭韻詩のように
脚韻を排している点が挙げられる。その代わり、詩行を編み合わせる技法として
頭韻ならびに母音韻（assonance）、および行をまたいだ韻を採用しているのであ
る。上の引用では頭韻を下線で、母音韻をイタリックで、行をまたいだ韻を二重
下線で示してある。さらに、引用後半部では「m」または「n」の鼻音による子
音韻（consonance）によって、脚韻に代わる統一性を出しているが、こちらはア
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ステリスクで表した。トールキン自身は、このビルボの詩について次のように述
べている。

But ‘Errantry’ is the most attractive. It is for one thing in a metre I invented 

(depending on trisyllabic assonances or near-assonances, which is so difficult 

that except in this one example I have never been able to use it again─ it just 

blew out in a single impulse).26

　簡単にまとめるならば、英語という言語の特徴、つまり単音節の語が多く、ま
た語頭にストレスがくることが多いという特徴から、頭韻詩の形式を採用しつつ
も、中英語以降に発展した弱強を基本とするリズムにのっとり、かつロマンス的
物語を語る八音節詩行によって構成されているのがこの詩形である。詩としての
統一は、伝統的な脚韻ではなく、頭韻・母音韻・子音韻などによって達成される
こととなる。考案者であるトールキン自身にとっても難しい詩形であったようで
はあるが。
　ここで目指されているのはすなわち、頭韻詩と八音節詩の伝統の混淆である。
これを可能としたのは、二つの詩形が持っていた根本的な特徴、つまり一行に四
つのストレスがくるという形式だっただろう。しかしながら、それぞれの詩形が
歴史上背負ってきた「テーマ」もまた、この混淆には大きな役割を果たしている
といえる。トールキンが模索したのは、現代英語において「叙事詩」と「ロマン
ス」を─同時に─語りうる詩形であった。
　トールキンの人生を通じてもっとも完成した作品が、『指輪物語』や『シルマ
リルの物語』（The Silmarillion）を含めてすべて散文であったことを考えると、
すでに小説というジャンルが確立された20世紀にあって長大な物語を詩によっ
て語るのは、やはり多大な困難を伴うものであったのかもしれない。それでも文
学を、そしてその原点となる言語を探求する創作者にとっては、意味と音が手を
取りあって踊る「詩」という形式は、自らの言語活動・創作活動の根幹にかかわ
る重大な関心事であったのである─そう、竜が現れてすべてを灰燼に帰すまで
の間は。
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註

* 本論は国際アーサー王学会日本支部年次大会のシンポジウム「トールキンと詩の伝
統」（2013年12月14日、於・慶應義塾大学日吉キャンパス）での発表「現代詩人トー
ルキン」と、はるか昔の拙論「アングロ・サクソン詩人の帰還　‘The Homecoming of 
Beorhtnoth Beorhthelm’s Son’の構成について」（Colloquia（慶應義塾大学）17号（1996
年）69–75ページ）をあわせ大幅に改稿したものである。思えば慶應義塾大学におい
て私に初めて「詩」について講じてくださったのが松田隆美先生だった。

1 古英語研究者のBruce Mitchellにも、タイトルにこの句を拝借した論文があり、20
世紀の『ベーオウルフ』解釈におけるトールキンの位置づけを論じている。

2 ‘Beowulf: The Monsters and the Critics’, in Tolkien, Monsters, pp. 5–48 (pp. 33–34).
3 ‘On Translating Beowulf’, in Tolkien, Monsters, pp. 49–71 (p. 71).
4 ‘Beowulf’, pp. 29–30.
5 ‘Kôr: In a City Lost and Dead’, in Tolkien, Lost Tales I (p. 136).
6 Christopher, pp. 143–46により詳しい詩形解説がされている。形式と意味内容の衝突

という点ではミルトン風ソネットに近しいかもしれない。
7 Mythopoeia, in Tolkien, Tree and Leaf, pp. 85–90 (p. 87; ll. 53–64).
8 Marvell, ‘The Garden’, pp. 152–59 (p. 158; ll. 49–56).
9 編者Smithは、マーヴェルの典拠はEdmund SpenserのAn Hymme of Heavenly Beautie 

（1596）であるとし、またRowland Watkinsの‘Faith’（1662）とAbraham CowleyのThe 
Garden（1668）との類似を指摘しているが（p. 158）、「色」に関する言及はない。

10 Tolkien, The Fall of Arthur (p. 36; iii. 19–26).
11 The Lord of the Rings (p. 849; bk 5, ch. 6)
12 RussomはRoman Jacobsonの‘Toward a Description of Mácha’s Verse’を参照しつつ、

トールキンが言語的‘principles’を極力侵犯しない作詩を行っていたと論じている。
13 The Homecoming of Beortnoth Beorhthelm’s Son, in Tolkien, Tree and Leaf, pp. 121–50 

(pp. 139–40).
14 Sir Orfeo, in Tolkien, Sir Gawain, pp. 128–29 (ll. 25–38).
15 The Lord of the Rings (p. 185; bk 1, ch. 11).
16 The Lay of the Children of Húrin (II. 398–410) in Tolkien, ed., Lays of Beleriand (p. 108).
17 The Lord of the Rings (p. 191; bk 1, ch. 11).
18 Christopherは初期のバージョン（‘Light as Leaf on Lindentree’）と後期のバージョン

を比較しつつ（pp. 147–51）、‘Light as Leaf on Linden’の典拠について指摘している。
 ‘[T]he first version of the title ̶ “Light as Leaf on Lind” [. . .] ̶ may have been proverbial 

in Middle English. Chaucer’s advice to wives in “Lenvoy de Chaucer” to The Clerk’s Tale 
is to “Be ay of chiere as light as leef on lynde” [IV, l. 1211]; and William Langland’s Piers 
Plowman speaks of love being incarnated into this world: “And whan it hadde of this fold 
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flessh and blood taken, / Was nevere leef upon lynde lighter thereafter” [B Version, Passus 
I, lines 155-56]’. (p. 150)

19 The Lay of Leithian, in Tolkien, Lays of Beleriand (p. 174; III. 511–26).
20 The Hobbit (p. 14).
21 The Lord of the Rings (p. 316; bk 2, ch. 4).
22 The Hobbit (p. 267).
23 Russomは弱強格の頭音消失（headless line）と弱音部での二音節展開（two-syllable 

expansion in a W[eak] position）で説明しており、anapaestやdactylのリズムを採ら
ないが、ここでは頭部に弱音を付加した強弱弱格での読みがより適切であると思わ
れる。

24 The Lord of the Rings (p. 372; bk 2, ch. 8).
25 The Lord of the Rings (p. 236; bk 2, ch. 1).
26 Letter 133, to Rayner Unwin (22 June 1952), in Carpenter, Letters, pp. 161–63 (pp. 

162–63).
 　この‘Errantry’は、『指輪物語』中のビルボの歌の原型となる、1933年にThe 

Oxford Magazineに掲載された短詩のことだが、ここではその‘Revised Version’であ
る『指輪物語』内の詩も含めての話をしている。
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